
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

35．土木工事施工管理基準運用方針(案) 

（見え消し版）
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土木工事施工管理基準運用方針（案） 
 

 

１．適用範囲 

この施工管理基準運用方針（案）は、土木工事施工管理基準及び規格値（案）（以下、

「施工管理基準」という。）に基づき実施する土木請負工事に適用する。 

なお、受注者は、国土交通省近畿地方整備局が定める施工管理基準により施工管理を

おこなうものとする。 

 

２．工程管理 

別添－１に示された工程管理整理図書の作成要領（案）によるものとする。 

 

３．出来形管理 

(1)出来形管理は、出来形の検測が基礎であり、測定にあたっては正確に行わなけれ

ばならない。施工完了後明視できない部分については写真管理と併用して入念に

測定して記録しておかなければならない。測定は、測定基準に示されている測定箇

所とその頻度により検測を実施するものとする。 

(2)出来形管理のまとめ方は、別添－２に示された出来形管理整理図書の作成要領

（案）によるものとする。 

 

４．品質管理 

品質管理のまとめ方は別添－３に示された品質管理整理図書の作成要領（案）による

ものとする。 

 

５．写真管理 

写真管理は国土交通省近畿地方整備局が定める写真管理基準（案）により行うものと

する。 

なお、撮影にあたっては、別添－４に示された注意事項に留意すること。 

 

 



 

 

別添－１ 

 

 

 

工程管理整理図書の作成要領（案） 
 

 

工程管理の考え方 

工程管理は、指定期日に合わせ、機械設備、労働力、資材等を考慮して、工事施工達成

に必要な作業の手順及び日程を定め、実施工程表を作成するとともに、工事実施途中で計

画と実績を比較検討し、必要な処置をとるものとする。 

 

１．一 般 

1)実施工程表は、バーチャート方式を原則とするが、当初工期が 150 日以上でかつ、

いろんな工種が錯綜する複雑な工事の場合は、ネットワーク方式とする。 

2)原則として毎月 1 回監督職員により指示された日に、実施工程表に実績を記入のうえ、

監督職員に提出しなければならない。 

 

２．作成方法 

工程管理整理図書は、原則として別紙様式により作成するものとする。 

 

３．記入例 

工程管理整理図書作成に際し、記入例を参考にされたい。 

 

 





















 

 

別添－２ 

 

 

 

出来形管理整理図書の作成要領（案） 
 

 

出来形管理の考え方 

出来形管理整理図書は工事の進行に従って順次、実測→記録→整理されるものであるか

ら、工事着手前に出来形を管理する工種、内容、測定時期等を定めて、手順良く実施しな

ければならない。特に施工完了後、明視できない箇所（埋戻または水没する箇所等）は実

測もれのないよう慎重に実施しなければならない。 

 

１．一 般 

1)出来形管理整理図書に掲上される諸寸法、数値は現地を正確に実測したものでなけれ

ばならない。 

2)出来形管理整理図書とは次の図書をいう。 

①出来形図（平面図、展開図、縦断図、横断図、構造図、杭偏心出来形図など） 

②出来高計算書、数量計算書 

③出来形成果表、工種別成果表、舗装厚成果表、出来形管理図表、平坦性成果表、塗

膜厚成果表 

3)出来形管理整理図書は、監督職員の指示に基づきその都度提出するものとする。 

 

２．作成方法 

1)出来形管理整理図書は、原則として別紙様式により土木工事施工管理基準及び規格値

（案）に示す各工種毎の手順によって作成するものとする。なお、特殊な工種につい

てはこれ等に準じて作成するものとする。 

2)出来形図、出来形成果表出来形管理図表に記入する実測寸法は特に明示されない限り

出来形管理基準及び規格値（案）に示す実測単位まで正確に実測したものでなければ

ならない。 

3)簡易な工種については、出来形図の中に出来形成果表及び数量計算を併記してもよい。 

4)出来形図、出来形成果表に記載された諸寸法が設計寸法に対して規格値を満足してい

れば出来高計算書は設計寸法で計算を行うものとする。 

 

３．出来形管理整理図書作成に際し、記入例を参考にされたい。 



出来形管理整理図書・参考様式一覧 

様式 No. 様 式 名 頁 

１ 出来形成果表 35-17 

２ 〇〇工事出来形成果表 35-18 

３ ブロック積工事出来形成果表 35-19 

４ コンクリート擁壁工事出来形成果表 35-20 

５ コンクリート管渠工事出来形成果表 35-21 

６ コンクリート側溝工事出来形成果表 35-22 

７ 塗膜厚成果表 35-23 

８ 舗装幅員出来形成果表 35-24 

９ 舗装厚出来形成果表 35-25 

記入例-１ ブロック積工事出来形成果表 35-26 

記入例-２ 出来形図 35-27 

記入例-３ 鋼矢板出来形偏心図 35-29 

記入例-４ コンクリート杭打偏心出来形図 35-30 

記入例-５ 場所打ぐい作業工程図 35-31 

出来形管理整理図書 様式一覧 

様 式 名 頁 

様式 57 出来形管理図表 35-16 

様式 57-2 出来形合否判定総括表 35-17 

様式-7 塗膜厚成果表 35-18 

出来形管理整理図書 参考様式・記入例一覧 

様 式 名 頁 

参考様式-1 出来形成果表 35-19 

参考様式-2 〇〇工事出来形成果表 35-20 

参考様式-3 ブロック積工事出来形成果表 35-21 

参考様式-4 コンクリート擁壁工事出来形成果表 35-22 

参考様式-5 コンクリート管渠工事出来形成果表 35-23 

参考様式-6 コンクリート側溝工事出来形成果表 35-24 

記入例-1 ブロック積工事出来形成果表 35-25 

記入例-2 出来形図 35-26 

記入例-3 鋼矢板出来形偏心図 35-28 

記入例-4 コンクリート杭打偏心出来形図 35-29 

記入例-5 場所打ぐい作業工程図 35-30 

※参考様式については、出来形管理図表（様式57）にて代用可能であるため提出不要
　であるが、旧様式として参考に掲載している。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(様式57)

工　種

種　別 測定者

測定項目 測定項目 測定項目

規 格 値 規 格 値 規 格 値

測点又は区別 設計値 実測値 差 測点又は区別 設計値 実測値 差 測点又は区別 設計値 実測値 差

平 均 値
最 大 値
最 小 値
最 多 値
データ数
標準偏差

※上記内容が確認できる別様式も可

出　来　形　管　理　図　表

略　　　　　　　図測

点

設
計
値
と
の
差

0



(様式57-2)

工　種 測点　

種　別 合否判定結果

規格値 判定

法面
標高較差

平均値

最小値(差）

データ数

評価面積

最大値(差）

棄却点数

最大値(差）

最小値(差）

データ数

棄却点数

天端
標高較差

平均値

評価面積

出来形合否判定総括表

測定項目

測

点

天端

+100
+80
+50
+20
±0
-20
-50
-80
-100



μm

1 2 3 4 5 計 平均Xi

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

     N N 

μm μm
  i=1 i=1 

(X~-Xi)^2

 標準偏差 S=1/(N-1)xΣ(X~-Xi)^2 =

合　計

 平均値 X~=1/N x Σ Xi =

様式－7

塗　膜　厚　成　果　表

工 事 名工事番号

工場塗装後

現場代理人受 注 者

測定年月

目標膜厚合計

測　定　者

ロット番号

測定位置

測定時点

測　　　定　　　値

X~-Xi



工事番号 工 事 名

受 注 者 現場代理人

管理基準値

参考様式－1

設計値 実測値 設計値との差 設計基準値との差
測点

(1) (2) (3)=(2)-(1) (4) (5)=(2)-(4)

出　来　形　成　果　表



)

差 差 差 差 差 差 差 差

（ポンチ絵を入れる）

測定個所

規格値

設計値 実測値 設計値 設計値 実測値

測定年月日 備　考

実測値 設計値 実測値 設計値 実測値

工事番号

参考様式－2

工　事　出　来　形　成　果　表
工 事 名 受 注 者 現場代理人

設計値 実測値 設計値 実測値 設計値 実測値

mm(単位 :

測　点

判　定



)

差 差 差 差 差 差 差 差

▽H1

l

h

注 :

判　定

mm(単位 :

実測値設計値 実測値

工 事 名 受 注 者 現場代理人工事番号

参考様式－3

ブ　ロ　ッ　ク　積　工　事　出　来　形　成　果　表

(l<3m) -50:(l>=3m) -100

設計値 実測値 設計値

-50

設計値 実測値 設計値 実測値

-30 -30

設計値 実測値

H1測定個所

規格値

H2 t

+-30+-50

測　点 設計値 実測値

h LW al

-30

設計値 実測値

測定年月日 備　考-200

平　均

原則として、延長終端部の測定写真を本表に添付すること。

他の工種の出来形成果表についても同様とする。w

▽H2

a

延　長

h

L

幅 a

高　さ

t

基準高

H1

H2

法　長 l

延長40m未満のものは、1施工箇所につき2箇所。

施工延長40mにつき1箇所。

w

基準高

幅

厚　さ t (測定基準)



mm )

a1 a1

▽H ▽H

a2 a2

注:

他の工種の出来形成果表についても同様とする。

原則として、延長終端部の測定写真を本表に添付すること。

幅

幅

a1

a2

H 施工延長40mにつき1箇所。

延　長

(測定基準)

延長40m未満のものは、1施工箇所につき2箇所。

高　さ

L

参考様式－4

工 事 名 受 注 者 現場代理人

コンクリート　擁　壁　工　事　出　来　形　成　果　表
工事番号

測定個所

設計値

+-50

H

実測値 差

(単位 :

L

-200

設計値 実測値差測　点

-30

設計値 差

測定年月日 備　考

a1

-30

設計値 実測値 実測値 差

a2

(h < 3m) -50 :(h >=3m) -100

設計値 実測値

h

差

規格値

平　　均

h h

判　定
基準高

h



mm )

▽H ▽H

注:

基準高
判　定

H

(測定基準)

平　　均

(単位 :

L

-200

設計値 実測値 差

W h1測定個所

設計値

+-30

H

実測値

a

-30

設計値 実測値 差

-50

測　点

規格値 -50

設計値 実測値

測定年月日 備　考

差 差 設計値 実測値 差

工事番号

参考様式－5

工 事 名 受 注 者 現場代理人

コンクリート　管　渠　工　事　出　来　形　成　果　表

h2

-30

設計値 実測値 差

a1

w

h1

h
2

h
2
h
1

h
1

a a

w w

原則として、延長終端部の測定写真を本表に添付すること。

他の工種の出来形成果表についても同様とする。

施工延長40mにつき1箇所。

延長40m未満のものは、1施工箇所につき2箇所。

高　さ

延　長

幅

幅

h2

L

高　さ



)

差 差 差 差 差 差 差 差 差

a1 a3 a2

注:

w

基準高 H (測定基準)

他の工種の出来形成果表についても同様とする。

幅

a2

a3

延長40m未満のものは、1施工箇所につき2箇所。

厚　さ a1 施工延長40mにつき1箇所。

平　　均

判　定

測定個所

規格値

Ｗ h2a1 a2 a3

設計値以上

H1

実測値

測定年月日 備　考-200

h1

-20

設計値 実測値

h3 L

設計値 実測値 設計値 実測値 実測値

-30

設計値 実測値

-30

設計値

-30

設計値 実測値 設計値

+-30

測　点 設計値 実測値

工事番号

参考様式－6

コンクリート　側　溝　工　事　出　来　形　成　果　表

-20

設計値 実測値

-30

mm(単位 :

工 事 名 現場代理人受 注 者

h
1

h
2

延　長 L

高　さ

高　さ

h2

h3

幅

高　さ

h
3

h1

厚　さ

原則として、延長終端部の測定写真を本表に添付すること。

w



W2

W1

W3

工　事　番　号 工　事　名 請　負　人 現場代理人 (印) W4

設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差 設計値

※１　測定間隔は出来形管理基準によるほか、原則として40ｍ毎に行うものとする。

様式－8

上 層 路 盤 工　　W3

舗　装　幅　員　出　来　形　成　果　表

測　　　　点

表　　層　　工　　W1 基　　層　　工　　W2

舗装幅員 ( 規格値　　　　mm ) 舗装幅員 ( 規格値　　　　mm ) 摘　　　　要

下 層 路 盤 工　　W4

舗装幅員 ( 規格値　　　　mm )舗装幅員 ( 規格値　　　　mm )

実測値 差



L R
H1

↓ ↓ H2 ↓
↓ ↓ H3 ↓

↓ ↓ H4 ↓
↓ ↓ H5 ↓

工　事　番　号 工　事　名 請　負　人 現場代理人 (印)

H1 H2 H1-H2 差 H3 H2-H3 差 H4 H3-H4 差 H5

R

Lc

L

R

Lc

L

R

Lc

L

R

Lc

L

R

Lc

L

R

Lc

L

R

Lc

L

R

Lc

L

R

Lc

L

R

Lc

L

※１　測点欄の上中下段には、それぞれ測定箇所図のR、Lc、Lの測定値を記入すること。

※２　舗装厚を確認するため、表層・基層では1,000m2毎、上・下層路盤は各車線200ｍ毎に１箇所コアーを抜き取るものとし、コアー採取測点の摘要欄に、コアーと表示すること。

※３　測定間隔は出来形管理基準によるほか、原則として40ｍ毎に行うものとする。

H4-H5

( 規格値　　　　mm )

表　　層　　工（設計厚　　cm） 基　　層　　工（設計厚　　ｃｍ）

 ( 規格値　　　　mm )  ( 規格値　　　　mm )

上 層 路 盤 工（設計厚　　ｃｍ）

摘　　　　要

下 層 路 盤 工（設計厚　　ｃｍ）

 ( 規格値　　　　mm )測　　　　点

差

※端部の測定点の位置は、舗装端から 1m 以内とする。

様式－9

舗　装　厚　出　来　形　成　果　表















別添－３ 

 

品質管理整理図書の作成要領（案） 
 

品質管理の考え方 

品質管理整理図書は、工事監督ならびに施工者の工事施工管理上必要な資料であって、

施工時に行う品質試験はその都度整理をし、考察を行い、それ等のデータや計算結果は次

の品質管理に利用されるものであり、工事検査受験のための品質管理ではない。工事検査

時には日々の管理状態を把握し、品質管理結果を知るため、資料の提示を求めているのに

過ぎない。品質管理を行う以上は、工事の途中において生じた品質上の問題点について適

切な処理を講じ、それらが記録されていなければならない。 

１．一 般 

1)品質管理整理図書とは次の図書をいう。 

①品質管理図表 

①②試験データ資料 

各種の試験および測定された資料。（試験・測定結果一覧表含む） 

②③ヒストグラム（柱状図） 

品質の分布状態が全体的に把握できるもの。 

③④工程能力図（折線グラフ） 

時間的、位置的な品質の変動が確認できるもの。 

④⑤管理図（データシートを含む） 

工事施工中において統計的手法により品質管理を行ったもの。 

⑤⑥試験実施状況写真 

個別試験結果表毎に添付する。 

2)品質管理は資料数（試験回数）により原則として下記の区分で実施する。 

Ａ 5 点以下 ① 

Ｂ 6 点から 20点以下 ①② 

Ｃ 21 点以上 ①②③又は④（④はダムコンクリートの場合のみ）

3)品質管理計画表 

品質管理を実施しようとする場合は、設計書の内容により、試験方法、試験（測定）

回数についてどの様に実施しなければならないかを把握し、管理すべき項目を決め

るため、施工計画書の中に品質管理計画表を作成しておかねばならない。 

２．作成方法 

品質管理計画表の作成方法（参考例参照） 

手順１ 設計書を分解し、施工管理基準の品質管理基準及び規格値に基づいて品質管理

を行うべき試験項目、試験方法、試験頻度等を決定する。 

手順２ 手順１により決定した試験項目、試験方法、試験頻度等により品質管理計画表

を作成する。 



(様式58)

工　種

種　別 測定者

測定項目 測定項目 測定項目

規 格 値 規 格 値 規 格 値

測点又は区別 設計値 実測値 差 測点又は区別 設計値 実測値 差 測点又は区別 設計値 実測値 差

平 均 値
最 大 値
最 小 値
最 多 値
データ数
標準偏差

※上記内容が確認できる別様式も可

品　質　管　理　図　表

略　　　　　　　図測

点

設
計
値
と
の
差

0

①品質管理図表
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写 真 管 理 
 

 

（撮影上の注意事項） 

写真の撮影にあたっては、次の事項に注意すること。 

１．原則として次の項目を記載した小黒板を被写体とともに写しこむこと。 

（イ）工事名 （ロ）工種等 （ハ）測点（位置） （ニ）設計寸法  

（ホ）実測寸法（カッコ書きとする。） （ヘ）略図 

２．撮影区間の長いものについては、起終点及び必要な場合は中間地点（数点）にポー 

ルを立て、位置（測点）の表示をすること。 

３．構造物等については、付近を整理整頓して、形状寸法、位置等が判別できるように、 

小黒板と箱尺、ポール、リボンテープ、矢印型補助具等を目的物に添えること。 

４．施工過程における構造物等については、撮影時期を失しないようにすること。特に、 

竣工後確認することが困難な箇所（水中または地下に埋没する箇所等）については、

控えの測量点を赤ペンキ等で印をし、重要な箇所の撮影には監督職員も写真に入って

もらうこと。また、不可視となる出来形部分については、出来形寸法（上墨寸法含む）

が確認できるよう、特に注意して撮影するものとする。 

５．夜間工事等については、鮮明な映像がえられるように、特に照明に注意すること。 

６．着手前と完成時の写真については、可能な限り同一場所から撮影すること。 

７．写真は撮影の時期、工程、施工の順序が判定できるように整理すること。 

８．水替、仮設道路、仮締切等の仮設についても、その状況、寸法等が確認できるよう 

に撮影すること。 

９．管布設工事では、埋戻し、転圧状況や盛土工事の転圧状況（各層または 1 層、3 層、

5 層･･･）等が確認できるように、施工状況写真は撮影箇所毎に近接、遠景撮影の両

方を行うこと。 

１０．品質管理写真について、公的機関で実施された品質証明書を保管整備できる場合

は、撮影を省略するものとする。 

 

（撮影方法） 

具体の撮影方法については、別冊「土木工事写真の撮り方」及び次の実例によること。 

 

 












